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ルクの計算はこれまでに Owen2 ) や植松3) の式があるが， それらから計算できる輸送部の粒体に対して
消費されるトルクの他に，すきま部で損失となるトノレクがあって，乙れが無視できない程大きな値をとっ
ていることを実験と理論とから確めた。このすきま損失ト lレクを補って計算すると計算 1 も計算 2 もほと








験に重点を置いた。ねじのリード角が約 300 のものと，リード角が 900 の特殊なねじを用い，前者につ
いては，液体の粘性係数μ，ねじの回転数 n を変えて実験を行い，流量 Q，ねじトルク T ，体積効率，
ポンフ。効率の実験値を，吐出しと吸込みの圧力の差を P として， P/μn について整理した。 do をねじ
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論文の審査結果の要旨






















第 6 章は第 1 編の研究の結論を述べている。














第 3 章は第 2 編の研究の結論を述べている。
総括では第 1 編，第 2 編で得た結果を取りまとめて述べ，このような研究の結果は固体(粒体)に熱を
加えつつ押し込んで液体にして成型する押出機などの研究への有力な手掛りを与えることを述べている。
以上記したように，乙の論文は，ねじ型輸送機について従来のものとは別の考え方で理論をたて，精密
な実験から得た値と比較して，それの妥当である乙とを示している。またそれから得られる結果はねじ型
輸送機の設計に重要な資料を提供している。さらに合成樹脂の加工のような今後ますます発展するであろ
う新しい工業に用いられる押出機の作動の研究に対しても，この論文は有力な手間りを与えている。これ
らの点から見て，乙の論文は博士論文としての価値があると認める。
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